
「診療報酬請求書等の記載要領等について」（昭和51年８月７日保険発第82号） 

 

別紙１ 

 

診療報酬請求書等の記載要領 

 

Ⅱ 診療報酬請求書及び診療報酬明細書の記載要領 

 

第３ 診療報酬明細書の記載要領（様式第２） 

２ 診療報酬明細書の記載要領に関する事項 

(15) 「傷病名」欄について 

ウ 薬剤料に係る所定単位当たりの薬価が 175 円以下の薬剤の投与又は使用の原因となった傷病

のうち、健胃消化剤、鎮咳剤などの投与又は使用の原因となった傷病など、イに基づき記載し

た傷病名から判断して、その発症が類推できる傷病については、傷病名を記載する必要はない

ものとすること。ただし、強心剤、糖尿病薬などの投与又は使用の原因となった傷病名につい

てはこの限りでないこと。 

 

(20)「初診」、「再診」、「医学管理」、「在宅」、「投薬」、「注射」、「処置」、「手術・麻酔」、「検査・病

理」、「画像診断」、「その他」及び「入院」欄について 

カ 「投薬」欄について 

(ア) 入院分について 

② 薬剤名、規格単位（％又はｍｇ等）及び投与量を「摘要」欄に記載すること。 

ただし、医事会計システムの電算化が行われていないものとして地方厚生（支）局長に届

け出た保険医療機関（以下「届出保険医療機関」という。）については、薬剤料に掲げる所

定単位当たりの薬価が 175 円以下の場合は、薬剤名、投与量等を記載する必要はないものと

すること。 

なお、複数の規格単位のある薬剤について最も小さい規格単位を使用する場合は、規格単

位は省略して差し支えない。 

(イ) 入院外分について 

④ 薬剤名、規格単位（％又はｍｇ等）及び投与量を「摘要」欄に記載すること。 

ただし、届出保険医療機関については、薬剤料に掲げる所定単位当たりの薬価が 175 円以

下の場合は、薬剤名、投与量等を記載する必要はないものとすること。 

なお、複数の規格単位のある薬剤について最も小さい規格単位を使用する場合は、規格単

位は省略して差し支えない。 

 

キ 「注射」欄について 

(エ) 皮内、皮下及び筋肉内注射、及び静脈内注射等については、入院外分はそれぞれ１回分ご

とに、入院分はそれぞれ１日分ごとに、点滴注射及び中心静脈注射等については１日分ごと



に、使用した薬名、規格単位（％、ｍL 又はｍg 等）及び使用量を「摘要」欄に記載するこ

と。 

ただし、届出保険医療機関については、注射の各手技料の算定単位（１回又は１日）当た

りの薬価が 175 円以下の場合は、使用薬剤の薬名、使用量等を記載する必要はないものとす

ること。 

なお、複数の規格単位のある薬剤について最も小さい規格単位を使用する場合は、規格単

位は省略して差し支えない。 

 

 

Ⅳ 調剤報酬請求書及び調剤報酬明細書に関する事項 

 

第２ 調剤報酬明細書の記載要領（様式第５） 

２ 調剤報酬明細書に関する事項 

(21) 「処方」欄について 

カ 医事会計システムの電算化が行われていないものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険

薬局については、所定単位当たりの薬剤料が 175 円以下の場合は医薬品名、規格、用量の記載

を省略しても差し支えないが、剤形及び用法は記載すること。 

なお、次の場合は医薬品名、規格、用量、剤形、用法を記載すること。 


